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第７－① 多様な学習機会を提供する

取組４３ 読書活動の推進

○ 現状
（県内図書館の状況）

読書は知識や教養を深めることに役立ち、豊かな人間性の醸成につながることから、県立図書館の運営
や市町村立図書館等の活動支援を行っています。

（日本の図書館 2007／日本図書館協会）

（子どもの読書活動の推進）

読書活動は、子どもにいろいろな感動を与えるとともに、考える力、豊かな感性や情操、幅広い知識な
どを獲得する上で欠くことのできないものであり、子どものうちから本と親しむことは生涯を通した読書

活動への入り口でもあります。県では平成１６年３月に「群馬県子ども読書活動推進計画」を策定し、子

どもの読書活動を推進しています。また、子どもたちが素敵な本と出会えるように、「ぐんまの子どもに

すすめたい本２００選」・「図書館員がすすめる子どもの本―赤ちゃんから小学生までの１５５冊－」を

選定しています。

本県では、３０分以上読書する児童生徒の割合が、小学６年生で 40.2%、中学３年生で 31.6%です。
また、３２７の読み聞かせボランティア団体が公民館、児童館、学校等での活動を行っています。

(平成１９年１２月現在）

○ 課題
・市町村の図書館活動を支援すること

・子どもの読書活動を推進すること

・ボランティア団体等との協働を推進すること
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・小学６年
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家や図書館で、普段（月～金曜日）、1日当たりどれくらいの時間読書をしますか

平成20年度全国学力・学習状況調査
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図書館の人口当登録率県内公立図書館の状況

館数 蔵書数

41 6,767,839冊

（群馬県の図書館 2008）
※県議会図書室、点字図書館を含む
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○ 取組の方向
・県立図書館の図書資料、特に子どもが読むのに適した図書を整備します。

・県内公立図書館と学校図書館等の連携を強化するとともに、図書館未設置町村での読書環境の整備を促

進します。

・子どもの読書活動を推進するため、読み聞かせ等で子どもが読書と親しむ機会を設け、子どもが読みた

くなるような魅力ある図書を紹介します。

・読み聞かせボランティア等を育成する研修を実施します。

○ 主な事業の概要

事業の概要 担当部署

・県立図書館の図書資料整備
図書資料の充実を図り、特に幼児を対象とした絵本、小中学生が読むのに適 生涯学習課
した児童図書、中高校生などが読むのに適した図書を整備します。

・県内図書館の連携及び県内図書館未設置町村への図書支援

県内図書館の資料を検索できる図書館横断検索システムを運営するととも

に、協力車を運行し図書館間の資料の相互の貸し借りを支援します。 生涯学習課
図書館未設置町村に対しては、町村支援図書配送便「宝くじ号」による定期

的な巡回と学校に対する図書の貸出しを行います。

・「ぐんまの子どもにすすめたい本２００選」・「図書館員がすすめる子どもの
本－赤ちゃんから小学生までの１５５冊－」の活用 義務教育課
読み聞かせに適した本や子どもが魅力を感じる本を紹介することで、子ども 県立図書館
が読書に親しむきっかけを作ります。

・地域の読み聞かせボランティアとの協働
群馬県読み聞かせグループ連絡協議会と連携した読み聞かせボランティア 生涯学習課

の養成及び活動を支援します。 県立図書館

・県立高校の学校図書館の開放
県立高校では学校の実情に合わせて、学校図書館を卒業生、保護者、地域住 高校教育課
民等に開放しています。

・点字図書館のサービス
図書等の貸出のほか、点字図書・録音図書の製作・収集、ボランティア（奉 点字図書館
仕員）の養成を行っています。

○ 達成目標

目標の概要 基準年度の状況 目標年度の状況
（H２０） （H２５）

・読書が好きな児童生徒の割合 （小６）76.4％ （小６）80%
※全国学力・学習状況調査（文部科学省） （中３）73.9％ （中３）80%

・県立図書館の貸出冊数 （H１９)
454,454冊 460,000冊


